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【本基準の性格について】

・ 病床機能報告において，医療機関が自院の病床機能を判断する際に参考

として活用することを目的としています。

・ 地域医療構想における2025年の機能別分類の境界点を再定義するもので

はありません。

・ 今回提示する定量的基準は，診療報酬改定等に応じて，適宜変更する可

能性があります。

・ 不足もしくは過剰と思われる医療機能について今後どのように対応して

いくかを考えていくための目安であり，病床数の削減を意味するものでは

ありません。

【地域医療構想調整会議での活用について】

・ 地域医療構想調整会議において，病床機能報告結果と「定量的基準」に

よる仕分け結果を比較し，「定量的基準」と異なる機能を報告した医療機関

については，その理由を確認することを予定しています。

・ 地域医療構想調整会議における「病床機能の過不足」の基準は，これま

でどおり病床機能報告であり，今回提示する「定量的基準」による仕分け

結果に基づき，医療法で定められた知事権限の行使を行うことは想定して

いません。



【医療機能の選択について】

① 病院の医療機能の選択について

② 有床診療所の医療機能の選択について

１．⼊院基本料・特定⼊院料による分類（３ページを参照）
それぞれの⼊院料に応じて医療機能を選択する

【１で に分類された場合】

２．⾼度急性期の取扱い（４ページを参照）
「重症度，医療・看護必要度」及び「平均在棟⽇数の
要件に該当する時は，

を選択

【１，２で に分類された場合】

４．⾼度急性期及び急性期に関連する医療⾏為について（６ページを参照）
表に記載の医療を全く提供していない時は，

のいずれかを選択

⾼度急性期 急性期 慢性期回復期

⾼度急性期

慢性期回復期

急性期

⾼度急性期 急性期

３．有床診療所の取扱い（５ページを参照）
病床機能報告マニュアル等を踏まえ，医療機能を選択する

【３で に分類された場合】

４．⾼度急性期及び急性期に関連する医療⾏為について（６ページを参照）
表に記載の医療を全く提供していない時は，

のいずれかを選択

⾼度急性期 急性期 慢性期回復期

慢性期回復期

⾼度急性期 急性期



１.入院基本料・特定入院料による分類

　　以下の内容で病床機能と入院基本料・特定入院料を分類することとし，これを目安に
　各医療機関は病床機能を報告する。

医療機能

H30病床
機能報
告での
番号

入院基本料・特定入院料 医療機能

H30病床
機能報
告での
番号

入院基本料・特定入院料

急性期 1 急性期一般入院料１ 高度急性期 42 小児入院医療管理料１

急性期 2 急性期一般入院料２ 急性期 43 小児入院医療管理料２

急性期 3 急性期一般入院料３ 急性期 44 小児入院医療管理料３

急性期 4 急性期一般入院料４ 回復期 45 小児入院医療管理料４

急性期 5 急性期一般入院料５ 回復期 46 小児入院医療管理料５

急性期 6 急性期一般入院料６ 回復期 47 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟入院料１

急性期 7 急性期一般入院料７ 回復期 48 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟入院料２

回復期 8 地域一般入院料１ 回復期 49 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟入院料３

回復期 9 地域一般入院料２ 回復期 50 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟入院料４

回復期 10 地域一般入院料３ 回復期 51 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟入院料５

回復期 11 一般病棟特別入院基本料 回復期 52 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟入院料６

慢性期 12 療養病棟入院料１ 回復期 53 地域包括ケア病棟入院料１

慢性期 13 療養病棟入院料２ 回復期 54 地域包括ケア病棟入院料２

慢性期 14 療養病棟特別入院基本料 回復期 55 地域包括ケア病棟入院料３

回復期 56 地域包括ケア病棟入院料４

回復期 57 地域包括ケア入院医療管理料１

回復期 58 地域包括ケア入院医療管理料２

回復期 59 地域包括ケア入院医療管理料３

急性期 17 専門病院７対１入院基本料 回復期 60 地域包括ケア入院医療管理料４

急性期 18 専門病院10対１入院基本料 回復期 61 緩和ケア病棟入院料１

回復期 19 専門病院13対１入院基本料 慢性期 62 緩和ケア病棟入院料２

慢性期 20 障害者施設等７対１入院基本料 回復期 63 特定一般病棟入院料１

慢性期 21 障害者施設等10対１入院基本料 回復期 64 特定一般病棟入院料２

慢性期 22 障害者施設等13対１入院基本料 慢性期 65 特殊疾患病棟入院料１

慢性期 23 障害者施設等15対１入院基本料 慢性期 66 特殊疾患病棟入院料２

高度急性期 24 救命救急入院料１

高度急性期 25 救命救急入院料２

高度急性期 26 救命救急入院料３

高度急性期 27 救命救急入院料４

高度急性期 28 特定集中治療室管理料１

高度急性期 29 特定集中治療室管理料２

高度急性期 30 特定集中治療室管理料３

高度急性期 31 特定集中治療室管理料４

高度急性期 32 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１

高度急性期 33 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料２

高度急性期 34 脳卒中ｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料

高度急性期 35 小児特定集中治療室管理料

高度急性期 36 新生児特定集中治療室管理料１

高度急性期 37 新生児特定集中治療室管理料２

高度急性期 38
総合周産期特定集中治療室管理料（母
体・胎児）

高度急性期 39
総合周産期特定集中治療室管理料（新
生児）

高度急性期 40 新生児治療回復室入院医療管理料

慢性期 41 特殊疾患入院医療管理料

急性期

急性期

15

16

特定機能病院一般病棟７対１入院基本
料

特定機能病院一般病棟10対１入院基本
料



２．高度急性期の取扱い

　⑴　特定入院料による分類
　　　入院基本料・特定入院料に記載のとおり，以下の特定入院料を届け出ている病棟に
　　ついては，「高度急性期」として報告する。

病床機能

救命救急入院料１～４
特定集中治療室管理料１
～４

ハイケアユニット入院医
療管理料１～２

脳卒中ケアユニット入院
医療管理料

小児特定集中治療室管理
料

新生児特定集中治療室管
理料１～２

総合周産期特定集中治療
室管理料

新生児治療回復室入院医
療管理料

　⑵　「重症度，医療・看護必要度」による分類
　　　１の特定入院料に該当しない入院料を届け出ている病棟であっても，以下の要件に
　　該当する場合は，「高度急性期」として報告する。

特定入院料

高度
急性期

一般病棟用の「重症度，医療・看護必要度」が，

「Ⅰ：56％以上」，「Ⅱ：40％以上」



３．有床診療所の取扱い

　　有床診療所については，病床機能報告マニュアル等を踏まえ，報告する。
　但し，同マニュアルにもあるとおり，高度急性期・急性期に関する医療を全く提供してい
　ない場合，回復期若しくは慢性期として分類する。

病床の種別 入院料等（複数選択可） 病床機能

・高度急性期

・急性期

・回復期

医療療養病床 有床診療所療養病床入院基本料 ・慢性期

介護療養病床 診療所型介護療養施設サービス費 ・休棟中

有床診療所

一般病床 有床診療所入院基本料

いずれか1つ



４．高度急性期及び急性期に関連する医療行為について

　　下表に掲げる高度急性期・急性期に関する医療を全く提供していない病棟について
　は，高度急性期及び急性期以外の医療機能（回復期又は慢性期）を適切に選択する。
　（令和３年度病床機能報告報告マニュアル＜①基本編＞に記載の内容と同様の取扱い）

　※　上表に掲げる病床機能報告の報告様式１，２の項目にチェックがつかない場合は，
    高度急性期及び急性期以外の医療機能（回復期もしくは慢性期）を選択する。

　※　上表に掲げる病床機能報告の報告様式１，２の項目にチェックがついたとしても，
　　１～３（３～５ページを参照）の基準に該当しない場合は，回復期もしくは慢性期
　　として報告する。

※報告様式1

※報告様式2 項目4

※報告様式2 項目3

※報告様式2 項目5

※報告様式2 項目6

※報告様式2 項目8


